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標題 これからの日本の成長を牽引する国際交流拠点 
「品川駅周辺エリア」の都市再生プロジェクトに係るＵＲの取り組みについて 

氏名（所属）大畑 洋（UR都市機構 東日本都市再生本部 都心業務部 事業推進第４課） 

１．はじめに 

品川駅周辺エリアは、世界の主要な都市とネットワークする羽田空港の近接性や、リニア中央新幹

線品川駅の整備、山手線・京浜東北線の高輪ゲートウエイ駅の開業など、東京の枢要な交通結節点と

して、大きなポテンシャルを有しているエリアである。このエリアのまちづくりについて、東京都で

は平成 19 年まちづくりの方向性を定める「品川駅・田町駅周辺まちづくりガイドライン」が策定さ

れ、その後、日本を牽引する国際交流拠点として、平成 24 年 1 月には「都市再生緊急整備地域（品

川駅・田町駅周辺約 184ha）」の指定がなされているところである。これら上位計画に基づき、民間の

都市再生プロジェクトが進められ、合わせてそれを支える都市基盤などインフラ整備も合わせて進め

られているところである。 

 下図パースは、品川駅周辺エリアで実施（計画中含む）している事業を示したものである。大規模

な民間都市再生プロジェクトでは、TAKANAWA GATE CITY（JR 東日本）や品川駅街区地区の開発計画

（JR東日本・京急電鉄）などあり、この他にも数多くの再開発プロジェクトが実施あるいは計画され

ている。さらに、鉄道関連では、高輪ゲートウエイ駅開業を皮切りに、京浜急行本線連続立体交差事

業や、泉岳寺駅の改良計画、東京メトロ南北線の品川駅延伸などが進められている。また、広域幹線

道路の関連では、環状 4号線整備事業、国道 15号品川駅西口基盤整備が進行中である。 
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２．品川駅周辺の歴史 

品川駅周辺は、古くから交通の要所として栄えており、江戸時代には東海道（現在の一般国道 15 

号）明治時代には、日本で最初の鉄道開業駅である品川停車場が整備されるなどしていた。また、地

形的にみると、武蔵野台地の東端の傾斜地など起伏に富んだ地形の中に、貴重な緑環境や寺社仏閣が

数多く残されているのも大きな特徴である。 

 

３．品川駅周辺が抱える課題 

品川駅周辺は、長年鉄道関連の敷地として利用されてきたこともあり、都市の基盤整備がもとも 

と脆弱であった。特に国道 15 号沿いの高輪エリアと海側の港南エリアとは、鉄道関連の敷地で分断

されており自動車の交通のみならず、歩行者や自転車のも含め、エリアの東西方向の動線が十分に確

保されていない。 

 また、品川駅の駅前においては、バス・タクシー・一般車両・荷捌き車両などの通行が錯綜してお

り、交通事故や歩行者との利便性・安全性にも大きな課題を有している。さらに、高輪口エリアは、

日本でも有数の宿泊施設が集積しているとともに、水族館や映画館などエンターテイメント施設も充

実していることから、来訪者が多く集まるエリアでありながら、駅からまちへ移動するためには、8

車線ある国道 15号を平面交差する横断歩道を大勢の方が一斉渡る状況も大きな課題である。 

 さらに、駅の乗り

換え構造にも課題が

あり、都市機能を大

きく転換し民間のプ

ロジェクトを進めて

いくには、これらの

課題を一体的に捉

え、都市のインフラ

の改善も合わせて抜

本的に変えていく必

要があった。 
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４．まちづくりにおけるＵＲの役割 

 ＵＲ都市機構は、国際競争力強化など国家レベルの政策実現及び、まちづくりの上位計画を担う東

京都や港区など行政政策の実現と、実際にまちづくりの主体となる民間の都市再生プロジェクトの間

に立ち、まちづくり全体を通じて効率的で最適なまちづくりが進められるよう中立公平な立場で、総

合的なまちづくりのプロデュースの役割を担っている。 

特に、品川エリアにお

いては、①品川駅改良や

TAKANAWA  GATECITY な

ど新しい建物数多くが立

地するだけでなく、②そ

れと合わせ、新駅の整備、

リニア中央新幹線の整

備、京浜急行線の連続立

体交差化、東京メトロ南

北線の延伸整備など、鉄

道をつくり・かえること、

③広域ネットワークを構

築する環状 4 号線の整

備、国道 15条上空デッキ

の整備など、都市基盤を作り・かえることなど、多種多様に輻輳している状況にある。こうした状況

において、ＵＲ都市機構は、土地区画整理事業の施行者の立場でエリア全体を支えることで、具体的

な関係者間の調整を担うとともに、まちの将来像実現に向けた長期的な視点で、エリア全体の価値の

向上を図っていくこととしている。ＵＲ都市機構は、同事業において、下図に示す通り、エリア全体

を広範にわたって、道路・公園、駅前広場、自由通路等の都市基盤の整備、供給インフラの整備及び

宅地整備を担っている。 
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５．土地区画整理事業による具体的な役割 

【生活動線を継続的に確保しながら整備する第二東西道路】 

前述のとおり、品川駅周辺エリアにおける東西の交通動線については、かつて限られた場所「高輪 

橋架道橋」（通称おばけトンネル）しか行き来できない状況にあり、かつ写真のとおり背中を丸めてや

っと通れる状であったため、安全性・快適性にも大きな課題があり早期に解消する必要があった。こ

の状況を改善するために、このルート上には、新たに第二東西道路を整備する計画があるが、実現ま

でには、相当な時間を要する。一般的には、通行を止めて他の場所に代替ルートを仮設で確保した上

で整備する形になるが、東海道新幹線・山手線など営業中の鉄道を数多く跨ぐ必要があり、代替ルー

トを新たに確保することについても、夜間工事が多くなるなど、通常よりも相当な年数を要すること

が予測された。このため、ＵＲ都市機構では、隣接する排水渠の機能を先行的に移設し、その空いた

排水渠を歩行者の動線空間として確保することを関係者に提案し、現在工事が完了し切り替えがなさ

れ利用されている。 

 暫定切り回しの状況であっても、近隣住民の生活動線の確保を第一に考え、より快適な歩行空間を

確保することが可能となった。なお、この実現にあっては、各鉄道事業者、再開発プロジェクトの事

業者、下水道事業者、電気・ガス・水道供給インフラ事業者の理解と協力が大前提にあることを忘れ

てはならない。 

隣接する排水渠を活用した歩行者動線切替 

 

６．ＤＸ・広報の取り組みについて 

 全国から注目される品川駅周辺エリアにおいて、ＵＲ都市機構では、多くの視察にご対応させてい

ただいている。視察では、現場の最前線の状況を説明させていただているところであるが、現場にお

いて将来どのような街になっていくのかを、もっとリアルに体現してもらいたい思いから、現在ＶＲ

やＡＲを活用したコンテンツを開発中である。例えば、今立っている場所が将来どのように変わるの

か、道路の下の見えない部分に都市を支える供給インフラがどのように配置されているのかなど、

我々の街づくりがより分かりやすく伝えられるよう広報活動に資するＤＸの活用を進めている。 
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また、土地区画整理事業の広報として、区画整理の換地の仕組みを一般の方や子供たちにもわかり

やすく知ってもらうために、木材を活用した換地パズルを作成した。実際に「高輪地区まつり（令和

5年 10月）」において、98組の親子に試行的に体験していただき、まちづくりの手法の一つである区

画整理の仕組みについて、パズルゲームを通じより身近に楽しく伝えることができたものと考察す

る。なお、換地パズルについては、区画整理士報（7 月号）に詳しく投稿したので、ご興味のある方

は参照されたい。 

 

７．今後のＵＲのまちづくりについて 

 ＵＲ都市機構では、「都市再生」「賃貸住宅」「災害対応支援」大きく 3つの業務を実施している。 

品川駅周辺のまちづくりについては、「都市再生」に該当し、国際競争力と魅力を高める都市の再生を

目指し、民間事業者の皆様や地方公共団体の皆様と連携して、政策的意義の高い取り組みとして進め

ているところである。その際、多様な関係者間の意見調整や利害調整の困難性、公共施設整備と民間

の都市開発事業とのスケジュールとの整合など、まちづくりを推進する上で必要な協議調整事項が数

多くある。 

品川駅周辺エリアにおいても、広域的な視点や公的機関としての中長期的な視点を持って、機構の

公共性、中立性、ノウハウを活かすとともに、社会経済情勢の変化に柔軟に対応し、持続可能な都市

機能の更新を進めるため、長期継続的にエリアへ関与することで、段階的・連鎖的な事業の組成や地

域のエリアマネジメント活動等を支え、エリア全体の戦略的な更新に今後とも一層取り組んでいく所

存である。 

 

※土地区画整理事業の概要 

 

 


